
出
荷

農
地

賃
金

平
成
26
年
産
た
け
の
こ

農
業
委
員
会

平
成
26
年
度
分

出
荷
に
は
証
明
書
が
必
要
で
す

賃
借
料
の
情
報
提
供

農
作
業
別
標
準
賃
金
が
決
定

ま
ち
づ
く
り
課 

農
政
係 

☎
77
‐
３
９
１
９

農
業
委
員
会 

☎
77
‐
３
９
２
０

農
業
委
員
会 

☎
77
‐
３
９
２
０

　
申
請
方
法
や
必
要
な
書
類
な
ど
に
つ

い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
農
政
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
の
流
れ

１ 

．
町
へ
申
請
書
と
検
査
用
た
け
の
こ

を
提
出
。

２ 

．
町
の
放
射
性
物
質
検
査
器
を
使
用

し
て
た
け
の
こ
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
検

賃
借
料
水
準
（
平
成
25
年
農
業
経
営
基
盤
推
進
法
に
よ
る
）

　
こ
の
料
金
は
、
整
地
さ
れ
た
農
地
を

基
準
と
し
た
も
の
で
す
。

　
ほ
場
条
件
・
作
業
の
内
容
な
ど
に
よ

り
通
常
と
異
な
る
場
合
は
、
雇
用
者
・

被
雇
用
者
で
よ
く
話
し
合
っ
て
決
め
て

く
だ
さ
い
。

査
を
実
施
。

３ 

．
検
査
結
果
が
50
㏃
／
㎏
以
下
の
場

合
、
町
よ
り
出
荷
可
能
生
産
者
証
明

書
を
発
行
。

■
申
請
お
よ
び
検
査
受
付
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※ 

閉
庁
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
）
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
平
成
26
年
産
た
け
の
こ
の
出
荷
・
販
売
を
予
定
し
て
い
る
生
産
者
は
、

た
け
の
こ
出
荷
可
能
生
産
者
証
明
書
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
証

明
書
を
取
得
せ
ず
に
出
荷
・
販
売
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
農
業
委
員
会
に
お
い
て
実
勢
に
基
づ
き
、
賃
借
料
水
準
の
情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。

　
町
の
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
町
内
の
農
作
業
受
託
賃
金
の
目
安
と
な

る
農
作
業
の
基
準
額
を
定
め
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
農
作
業
別
標
準

賃
金
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問

問

問

■農作業別標準賃金
内　容 賃　金 条　件
畑作業一般 6,500円 軽作業とする

水田耕起 6,000円
（10ａ当たり）トラクター、オペ
レーター付き賃作業料金、耕運深度
15㎝以上

水田代かき 6,000円（10ａ当たり）トラクター、オペレーター付き賃作業料金
あぜ塗り 30円（１ｍ当たり）

機械田植 6,500円（10ａ当たり）オペレーター付き賃作業料金、苗費は含まない

コンバイン 18,000円
（10ａ当たり）オペレーター付き賃
作業料金（補助者賃金は含まない）、
乾燥場までのもみ運搬費は含まない

育苗施設
700円（１箱当たり）硬化まで、種もみ代を含む

400円（１箱当たり）緑化まで（は種後１週間くらい）
刈取、脱
穀、玄米ま
で

36,000円
（10ａ当たり）オペレーター付き賃
作業料金（補助者賃金は含まない）、
乾燥場までのもみ運搬費は含まない

もみ摺り 600円（１俵当たり）
農業用のトラク
ターによる耕運 5,000円（10ａ当たり）畑ロータリー耕

乾燥調整 2,250円（１俵当たり）
※労賃については男女同一とします。

１
　
田
の
部
　（
10
ａ
当
た
り
／
円
）

地
区
名

平
均
額

最
高
額

最
低
額

二
　
川

１
４
，７
０
０
２
４
，７
０
０

５
，０
０
０

千
代
田

１
２
，６
０
０
１
５
，２
０
０

５
，０
０
０

２
　
畑
の
部
　（
10
ａ
当
た
り
／
円
）

地
区
名

平
均
額

最
高
額

最
低
額

二
　
川

１
０
，２
０
０
１
５
，１
０
０

５
，０
０
０

千
代
田

８
，９
０
０

１
５
，８
０
０

４
，０
０
０
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補
償「食」と「地域」の再生に向けて まちづくり課 農政係　☎77－3917

経営所得安定対策

　販売価格が生産費を恒常的に下回っている作物を対象に、その差額を交付することにより、農業経営の安
定と国内生産力の確保を図り、食料自給率の向上と農業の多面的機能の維持を目的とした制度です。

　主食用米だけではなく、麦、大豆、飼料用米など需要の
ある作物の生産を振興し、農業者自らの経営判断で作物を
選択する状況を実現し、その結果、行政による生産数量目
標の配分に頼らずとも、需要に応じた主食用米生産が行わ
れるよう環境整備を進めていきます。

米の直接支払交付金　

水田活用の直接支払交付金

地域の取り組みに応じた追加配分

7,500円／10a
交付対象者：米の生産数量目標に従って販売目的で生産
　（耕作）する販売農家・集落営農

交付対象者：水田で麦・大豆・飼料用米などの作物を生産
　（耕作）する販売農家・集落営農

【産地交付金】
　地域の実情に即して、水田における麦・大豆などの生産性向
上などの取り組み、地域振興作物や備蓄米の生産の取り組みな
どを支援。
　また、地域の取り組みに応じた追加配分（右表参照）を行う。

【米価変動補填交付金（変動部分）】
　平成26年産から廃止

経営所得安定対策の見直し 経営所得安定対策交付申請書
提出期限

主な変更点

山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合

平
成
26
年
度
予
算

山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合

企
画
財
政
課 

財
政
係

☎
０
４
７
５
─
５
４
─
０
２
５
２

　
山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
は
、
山
武

郡
市
6
市
町
の
事
務
の
共
同
処
理
に
よ

る
効
率
化
、
住
み
良
い
地
域
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

消防費
2,786,644（59.53%）

歳出総額　4,681,152千円 歳入総額　4,681,152千円

議会費 ・総務費
393,264（8.40%）

民生費
352,675（7.53%）

保 健 衛 生 費
303,334（6.48%）

清掃費
559,702（11.96%）

公債費
225,433（4.81%）

教育費
55,100
（1.18%）

予備費
5,000（0.11%）

分担金及び負担金 
3,610,132（77.12%）

諸収入
152,891（3.26%）

組合債
222,300（4.75%）

使用料及び手数料 
551,521（11.78%）

国県支出金
31,053（0.67%）

財 産 収 入
574（0.01%）

繰　入　金
7,781（0.17%）

繰　越　金
104,900（2.24%）

平成26年６月30日㈪

【戦略作物助成】
対象作物 交付単価

麦、大豆、飼料作物 35,000円/10a
WCS用稲 80,000円/10a
加工用米 20,000円/10a

飼料用米、米粉用米 収量に応じ55,000円～105,000円/10a

対象作物 取り組み内容 追加交付単価
飼料用米
米粉用米

多収性専用品種へ
の取り組み

12,000円/10a

加工用米
複数年契約（3年間）
の取り組み

12,000円/10a

備蓄米
平成26年産政府備
蓄米の買入入札に
おける落札

7,500円/10a

そば
なたね

作付の取り組み
20,000円/10a（基幹作）
15,000円/10a（二毛作）

助
成
額
（
万
円
／
10
ａ
）

問

問
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